
 
 
 

 

「便利なものだからこそ」        副校長  辰野 経 
私が中高生の頃は、友達と待ち合わせをする時にうまく会えない時などは、駅などにある

掲示板に「〇〇へ 先に行ってるね！」や「〇〇へ △△で待っているよ」など書いて伝え
たものでした。自分が遅れてしまう時などは、本当にどうしようと焦ったものでした。また、
電話でのやりとりも相手の家の人が出るのではないかと緊張したものです。「辰野といいま
すが、〇〇君いますか。」など呼び出し音が鳴っている間、家の人が出たらこう言おうとあ
れこれ考えたものでした。まだ、携帯電話はもちろん、ポケットベル（もう知らない人も多
い？）も普及していなかった頃の話です。保護者の方にも同じような時代を過ごした方もい
らっしゃるのではないでしょうか。 

それからウン十年が経ち、そう言ったやり取りなども随分変わりました。今ではスマホを
使えば予め集合場所などを細かく決めていなくても会うことができますし、遅れるときもメ
ールで一言伝えれば解決です。相手の家へ電話することもほとんどなくなりました。現代で
は子どもたちですら、この様な事が当たり前になっている、なんてことも多いのではないで
しょうか。ですが、便利になった反面、この便利なツールが一変、トラブルや犯罪に巻き込
まれるケースもあるのではないかと思います。 

例えば、SNS は特定のグループや集団で気軽に連絡や情報のやり取りができてとても便
利な一方、閉じた空間となり、外部からの干渉や第三者の目からは届きにくいものとなりま
す。全く知りもしない人物から「会おう」などと誘いを受けたりして犯罪に巻き込まれるケ
ースも少なくありません。また、閉じた空間だからこそ、いじめの温床となったり、思わぬ
言葉や勘違いで相手を傷つけたりするなどのトラブルに合うこともあるかもしれません。便
利な空間であるが故に、使い方を誤ったり、情報を鵜呑みにしたりすると相手を傷つけてし
まったり自身が嫌な思いをしてしまうことがある、ということです。本当は、運転免許証の
ように講習や練習を経て使用できるものであればよいのですが・・。昔は、不便ではありま
したが、ある意味、風通しは良かったのかもしれませんね。 

では、子どもたちをスマホや SNS のトラブルから守るにはどうすればよいのでしょうか。 
一つは、正しい使い方を学ばせていくことだと思います。学校でも SNS トラブル防止の

授業や指導は行っていますが、受け手の気持ちになってもう一度作成した文章を読み返して
みることや、書かれていることについて鵜呑みにしない等一歩引いた視点でやり取りを見つ
めることが大切であることを伝えていく必要があります。 

もう一つは、風通しのよい空間にすることです。子どもがスマホ
や携帯電話を持つということは「家の人が所有しているものを借り
ている」という事を確認させて、いつでも保護者が点検や確認がで
きることを合意しておくことが大切であると思います。プライベー
トももちろん大切ですが、自動車免許でいえば、子どもたちのスマ
ホ利用はまだまだ仮免許の期間です。一緒に練習して使いこなせる
ように見守ることも大切であるかもしれません。 

便利になったからこそ、機器に翻弄されるのではなく、正しく活
用できるような子どもたちであってほしいものです。 
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③考察 

 国語での正答率を、評価の観点で見ると、「思考・判断・表現」は全国・

神奈川県平均を上回っている。そのうち「Ｃ読むこと」の項目で、全国で

は 3.7％、神奈川県では 5.7％と平均を上回っている。一方「知識・技能」

は全国・県平均を下回り、そのうち「(2)情報の扱い方に関する事項」は

全国と少し開きがある。 

 数学では、「知識・技能」のうち「Ａ数と式」「Ｄデータの活用」の項目

で全国・県平均を上回っている。問題形式で見ると「選択式」「短答式」

の正答率が高い。 

 理科では、「知識・技能」のうち「「エネルギー」を柱とする領域」「「生

命」を柱とする領域」の項目で全国・県平均を上回っている。問題形式で

見ると「短答式」「記述式」の正答率が高い。 

 ３教科において、「記述式」の正答率が全国・県平均を上回っている場

合が多く、発展的な学習の成果がみられるようになっていると考える。 

◇令和４年度 全国学力・学習状況調査 報告 

 ４月１９日に３年生を対象として実施された全国学力・学習状況調査について、文部科学省総合教育政策局調査企

画課学力調査室から調査結果が送付されましたので報告します。 

①調査結果概況 

〔国語〕 生徒数 平均正答数  〔数学〕 生徒数 平均正答数 

釜利谷中学校 148  9.4/14  釜利谷中学校 148  7.5/14 

神奈川県（公立） 61,393  9.7/14  神奈川県（公立） 61,393  7.4/14 

全国（公立） 891,820  9.7/14  全国（公立） 891,913  7.2/14 

 

〔理科〕 生徒数 平均正答数  国語科では全国・神奈川県平均を下回っている。 

数学科では全国・神奈川県平均を上回っている。 

理科では全国平均を上回り、神奈川県平均並みであ

る。 

釜利谷中学校 148  10.5/21  

神奈川県（公立） 61,439  10.5/21  

全国（公立） 892,585  10.4/21  

 

②学習指導要領の領域等の平均正答率の状況（※「貴校」となっているグラフが釜利谷中です） 
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◇頑張ったね！ -部活動の成績-  
部活動は、３年生が出場する大会が概ね終了し、ほとんどの部活動が１・２年生に

よる新体制で、技術・チーム力の向上と自己の鍛錬に日々頑張っています。 

 
◇みんな違っていいんだよ。正解は無いんだから！ –棚園先生語る！-  
11 月 10 日（木）に漫画家の棚園正一先生をゲストティーチャーとしてお迎えし、

講演会を行っていただきました。２部構成で、第１部は本校の生徒向けに、第２部は
保護者・地域の方向けにお話をしていただきました。棚園先生がご自身で描かれた漫
画を交えながら、小中学校の９年間不登校だったことを振り返り、当時考えていたこ
とや、悩める中学生や大人たちに伝えたいことを語っていただきました。講演を聞い
て感想を書いていただいた振り返りシートから紹介をします。 
 
【生徒（３年生）】 
 私は、先生にとっての漫画のようなものが無くて、どんな未来を送っているのか、どんなことを
しているのか、不安になることもあったりしたのですが、先生の話を聞いて、こうやって悩んでい
る時間も大切で、良い未来が必ずあるというメッセージに励まされました。この講演を聞けて良
かったです。 
【保護者の方】 
自分の気持ちをうまく言葉に出来ない子どもはたくさんいると思うので、こうしなきゃいけな

いと決めつけた考え方をせず、押しつけず、見守ることが大切なのかなと思いました、ゆっくり、
しっかり、話を聴いてあげられるように接していきたい。不安な気持ちを少しでも取り除けるよ
うに、声掛けをしていきたい。 
【地域の方】 
不登校を経験された先生の当時感じていた気持ち、大人になって思うことをお聞きすることが

出来、良かったです。今、不安に思う日々を過ごす子どもたちに「大丈夫、大した事ないよ!!」そ
んなメッセージが伝えられる大人の一人であり、地域でありたいと思います。もっと多くの方に
視聴していただき、共有したかったですが、少しずつ拡げていければいいですね。今日は、参加で
きてよかったです。ありがとうございました。 

陸上競技 男子個人(3 年) 
〃  (2 年) 
〃  (1 年) 

１年女子団体 
３年男子団体 
女子個人(3 年) 

〃  (3 年) 
〃  (1 年) 

男子個人(3 年) 
〃  ( 〃 ) 
〃  (1 年) 

卓球 女子団体 
   男子団体 

 女子個人(２年) 
    〃  ( 〃 ) 

〃  (１年) 
サッカー 
男子バスケットボール 
硬式テニス 男子団体 

県総体 800m 第７位 
市大会２年 3000m 第５位 

〃 １年 1500m 第３位 
市ロードレース大会第３位 
    〃    第２位 
    〃    第６位 
    〃    第 10 位 
    〃    第７位 
    〃    第６位 
    〃    第８位 
    〃    第２位 
市大会第５位 県大会出場 

〃 ベスト 16 
県大会出場 
  〃 

 〃 
金沢区大会優勝 
横浜市南部ブロック大会ベスト８ 
横浜地区中学校新人テニス大会第３位 
金沢区大会第３位 



◇いただきます！ ―「食事に関する調査」より― 
昨年度、横浜市立中学校の２年生（現３年生）を対象に行われた、「食事に関する

調査」（抽出調査）の結果を学校だよりで毎回お知らせしています。 

【質問】 あなたは、食事はよくかんで食べるようにしていますか。 

 

 

 

 

 

 
 
 
厚生労働省に設置された「歯科保健と食育の在り方に関する検討会」の報告書（平

成 21 年 7 月）では、「食べ方」支援を中心とした方策の行動目標として「噛ミング 30
（カミング サンマル）」を提唱しています。これは「一口 30 回噛もう」という咀嚼
目標を示していますが、「よく噛むとおいしく味わえ、健康にもいいですよ」という
メッセージも込められています。 

 
◇12 月の主な予定  

 
12 月  

 ２日（金） 

３日（土） 

４日（日） 

９日（金） 

１５日（木） 

１６日（金） 

２１日（水） 

２２日（木） 

２３日（金） 

２６日（月） 

 

横浜市いじめ防止啓発月間 

３年個人面談(～７日) 

障害者週間（～９日） 

第 74 回人権週間（～10 日） 

生徒会役員選挙 

１・２年個人面談（～20 日） カマカフェ（PTA 成人委員会） 

標準服リユース会（PTA 保健厚生委員会） 

金沢区個別支援学級ボウリング大会 

大掃除 

２学期終業式 

冬期休業（～１月６日） 

※３学期の始業式は１月 10 日（火）です。 
 

１月４日（水）は学校閉庁日となり学校への電話がつながりません。緊

急な用件が発生した場合は、下記連絡先にお問い合わせください。 

【連絡先】 横浜市教育委員会南部学校教育事務所指導主事室 

℡ 045-843-6408 

 

今年もお世話になりましてありがとうございました。 
次回の発行予定日は 1 月 10 日（火）です。 
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